
小型電気温水器（元止め式） 
湯ぽっと 
品番 

◆このたびは、TOTO湯ぽっとをお求めいただき、まことにありがとうございました。 
　この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 
◆保証書に、取付工事店名、取付日などが記入されていることを必ずお確かめくだ
さい。
◆この取扱説明書は保証書付ですので、大切に保管し、お使いになる方がいつでも
見ることができるようにしてください。
◆この商品は貯湯式ですので、使用できる湯の量には限りがあります。 
　流しっぱなしで使用せず、こまめに止めてください。 
◆沸き上げ中に蛇口からポタポタ水滴が落ちますが、故障ではありません。

工事店様へのお願い 
保証書に貴店名ならびに取付日を
ご記入のうえ、お客様にお渡しください。
また、定期的に交換が必要な部品がある
ことをお客様に必ずお伝えください。

 

定期点検情報掲載 

REA01型・RE01M型 
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各部のお手入れ 
フィルター 
タンク内 
スパウト 
凍結による破損予防について 
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安全上のご注意 

各部のなまえ 

タンクへ水を入れる 

ご確認ください 
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故障かな？と思ったら 
次のような場合は 
　故障ではありません 
アフターサービス 
仕様 
保証書 
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● ●● ●● ● 安全のために必ずお守りください ●●●● ● ●

ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
お読みになったあとは、お使いになる方がいつでも見ることができるように必ず保管してください。
転居される場合は、新しく入居される方が商品を安全にお使いいただくために、この「取扱説明書」を新
しく入居される方、または取次ぎされる方にお渡しください。
この「取扱説明書」では、商品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損
害を未然に防止するために、いろいろな表示をしています。
その表示と意味は次のようになっています。

表　　示 意　　　　　　　味

警告

注意

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または、重傷を負う
可能性または、火災の可能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性や
物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

絵表示については、次のような意味があります。

安全上のご注意

表　示 意　　　　味表　示 意　　　　味

商品を分解することで感電などの傷害
が起こる可能性を示しています。

防水処理のない商品を水場で使用
すると、漏電によって感電や発火の
可能性を示しています。 

商品の取り扱いにおいてその行為を
禁止するために用いています。

商品をぬれた手で扱うと感電する可能
性を示しています。

商品の特定の場所に触れることによっ
て傷害が起こる可能性を示しています。

 
ぬれ手禁止 

接触禁止 

分解禁止 

禁　止 

水場での 
使用禁止 

アース接続 

必ず実行 

プラグを抜く 

使用者に対し指示に基づく行為を強制
しています。 

使用者に電源プラグをコンセントから
抜くように指示しています。 

安全アース端子付きの機器の場合、
使用者にアース線を必ず接続するよう
に指示しています。 

警告・注意事項は、
必ず守ってくださ
いね!防水処理のない商品を水がかかる場

所で使用したり、水にぬらすなどして
使用すると漏電によって感電や発火
の可能性を示しています。水ぬれ禁止 

は
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はじめに

警 告 
修理技術者以外の人は、絶対に分解したり 
修理・改造は行わない
感電や火災の原因になります。

 

アース（D種接地）工事がされていることを確認する 
アース工事がされていないと故障や漏電のとき、感電する
原因になります。
取り付けられていない場合は、必ず取付工事店または、 
販売店に依頼して取り付けてください。 

 

機器本体や電源プラグに水をかけない 
感電や火災の原因になります。

指定する電源以外では使用しない 
火災の原因になります。

コンセントや配線器具の定格を超える使い方をしない 
たこ足配線などで定格を超えると、発熱による火災の原因になります。

電源コード・電源プラグが破損するようなことをしない 
傷んだまま使用すると、感電・ショート・火災の原因になります。 
傷つけたり、加工したり、無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、重いものを載せ
たり、束ねたり、挟み込んだり、加熱したりしないでください。

水がかかったり、表面に結露を生じるような湿気の多い場所、
特に浴室やシャワールームには設置しない
感電や故障の原因になります。

 

ぬれた手で、電源プラグを抜き差ししない 
感電の原因になります。

雷が発生しているときは、電源プラグに触れない 
感電の原因になります。 

コードを乱暴に扱ったり、ガタついてるコンセントを使わない 
火災の原因になります。

漏電遮断器が取り付けられていることを確認する 
感電火災の原因になります。 
取り付けられていない場合は、必ず取付工事店または、販売店に依頼して取り付けてく
ださい。
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機器本体や電源プラグに油や洗剤をかけない
感電や火災の原因になります。



はじめに

注 意 

水道水以外は使用しない
井戸水や造水などを使用すると腐食などにより水漏れするおそれがあります。

タンク内に水がないときは、電源スイッチを入れない
空焚きとなり故障・事故の原因になります。 
必ずP6の「タンクへ水を入れる」の作業を行ってから電源ス
イッチを入れてください。

湯は、飲料用に用いない
下痢、腹痛などをおこす場合があります。

連結管など、接続配管やコードに無理な力や衝撃を加えない
水漏れ・漏電の原因になります。

元止め式ですので、吐水口をふさいだり、浄水器やホース、
節水器具をつながない
タンクに異常圧がかかり水漏れの原因になります。

 

商品に強い力や衝撃を与えない
故障や水漏れの原因になります。

電源プラグを抜くときは、必ずプラグ本体を持って引き抜く
コードを引っ張るとプラグやコードが傷んで、火災や感電の原因
になります。 

警 告 

お手入れのときには、必ず電源プラグをコンセントから抜く
感電の原因になります。 

電源プラグの刃などについたホコリは、1カ月に1回程度定期的に取り
除き、根本まで確実に差し込む
電源プラグにホコリがたまると、湿気などで絶縁不良となり、火災の
原因になります。
電源プラグを抜き、乾いた布で拭いてください。
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注 意 

出る湯（水）の量が少なくなったら、止水栓のフィルターの点検・清掃を行う 
（P9参照）
フィルターが詰まると、湯の量が減少したり機器の故障の原因になります。

必ず専用水栓を使用する 
元止め式ですのでタンクの破損、水漏れの原因になります。

タンク内の水を抜くときは、タンク内の湯が水になっていることを確かめてから行う 
やけどのおそれがあります。

フィルターの清掃をする際は、止水栓または元栓を閉めてから行う 
水が噴き出て、家財などをぬらす財産損害発生のおそれがあります。

長期間使用しないときは、電源プラグをコンセントから抜く 
安全のために電源プラグを抜いておいてください。

落雷の可能性がある場合は、あらかじめ電源プラグを抜く 
故障の原因になります。

RE01M型は、凍結のおそれがある場合、凍結予防処置を行う 
凍結により破損し、水漏れするおそれがあります。
凍結予防処置についてはP13をご覧ください。
※REA01型は、電気温水器・水栓周辺の温度が氷点下になら
ないようにしてください。

 

スパウトのキャップがゆるんでいないか確認する 
キャップがゆるんだ状態でご使用になると、吐水時にキャップが飛び出して傷害を負う
可能性があります。

ご使用の際は、配管の周り（キャビネット内、点検口内を含む）を見て水漏れがない
か確認する
部品の劣化・磨耗などによる水漏れが発見できず、家財などをぬらす財産損害発生の
おそれがあります。
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各部のなまえ

出湯口 

給水ホース 

スパウト連結ホース センサーコード 

アース線 

止水栓 
（フィルター付き） 

前面パネル 

点検カバー 
（排水栓内蔵） 

リセットボタン 

排水栓 

入 

切 

電
　 

源 

連結管 

【REA01】 

【RE01M】 

〈スパウト部（必要別売品）〉 

〈スパウト部（必要別売品）〉 

自動水栓（REA01型対応） 

手動水栓（RE01M型対応） 

TEN42型 

TL594型 TLC11型 

TEL592型 

電源スイッチ 電源スイッチ 

【共通】 

吐水口 

給水口 
電源コード 

出湯口 

アース線 

止水栓 
（フィルター付き） 

前面パネル 

点検カバー 
（排水栓内蔵） 

入 

切 

電
　 

源 

電源スイッチ 電源スイッチ 

給水口 

吸気栓 

電源コード 

プラグ 

プラグ 

は
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はじめに

タンクへ水を入れる
次の手順で確実にタンクへ水を入れてください。空焚きの原因となります。

電源スイッチが「切」
になっていることを確
認する。

電源プラグをコンセン
トに根元まで確実に差
し込む。

止水栓を開ける。

ご確認ください
タンクを満水にしたあと、次のことを確認してください。

配管接続部などからの水漏れはありませんか？

配管工事で止水栓のフィルターにゴミなどが詰まっていませんか？
※フィルターのゴミなどを取り除く場合は、P10を参照してください。

電
　 

源 

入 

切 

電源スイッチ 

OFF

吐水口から水が出始めるとタンクが満水です。
満水になるまでは約20秒かかります。

開ける 

1 2 3

4

5

1
2

壁掛・カウンター式手洗器コンパクト手洗器壁掛・カウンター式手洗器

〈自動水栓の場合〉
吐水口に手を近づけセンサーを作動させる。

〈手動水栓の場合〉
水栓ハンドルを全開にする。

は
じ
め
に
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使いかた

湯の沸かしかた

吐水口から水が出ることを確認する。

電気温水器本体の電源スイッチを『入』にする。
※水温が高い場合は（約27℃以上）ヒーターに通電されな
い場合がありますので、あらかじめご了承ください。

（ヒーター通電中はランプが点灯します。）

沸き上がると自動的に通電が止まり、湯が使える状態になります。
※約4分後に約38℃の湯が沸き上がります。
（水温約15℃のとき）
※湯が沸き上がると電源スイッチのランプは、消灯します。
※湯温が下がると再びヒーターに通電され、電源スイッチ
のランプが再点灯します。

吐水口から湯が出ることを確認する。

ランプ点灯 

すぐ 

お湯が
できる

よ 

壁掛・カウンター式手洗器コンパクト手洗器壁掛・カウンター式手洗器

〈自動水栓の場合〉
吐水口に手を近づけて確認する。

〈手動水栓の場合〉
水栓ハンドルを全開にする。

1

2

3

4

※夏場など、水のみを使いたい場合は、電気温水器の電源スイッチを「切」にしてください。
この際、自動水栓の場合は電源プラグを抜かないでください。（吐水しなくなります。）

使
い
か
た

注 意

タンク内に水がないときは、電源スイッチを入れない
空焚きとなり故障・事故の原因になります。

注 意

湯は、飲料用に用いない
下痢、腹痛などをおこす場合があります。
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使
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湯（水）の出しかた・止めかた

〈自動水栓の場合〉

吐水口に手を近づける。
センサーが感知して湯（水）が出ます。

1

手を離す。
手を離すと1～2秒後に止まります。
手を近づけたままでも約1分経過すると自動
的に止まります。
さらに、湯（水）を出したい場合は、一度手を
離し再度近づけてください。

2
コンパクト手洗器壁掛・カウンター式手洗器

〈手動水栓の場合〉

ハンドルを手前に回す。
湯（水）が出ます。

1

ハンドルを奥に回す。
湯（水）が止まります。

2

壁掛・カウンター式手洗器

8



お手入れ

お
手
入
れ

入 

切 

電
　 

源 

各部のお手入れ
汚れがひどいときなど

湯ぽっと本体のお手入れ
通常は、水でぬらした柔らかい布をよくしぼってふい
てください。
汚れがひどいときは、適量に薄めた家庭用中性洗剤を
含ませた柔らかい布でふきとったあと、水ぶきを行っ
てください。

―ご注意―

1回／1年

タンク内のお手入れ

長期間の使用でタンク内が水あかなどで汚れること
があります。1年に1回程度、タンク内の水を抜き、
給水、排水を繰り返し、清掃してください。
（お手入れ方法は、P11参照）

日常の確認

水漏れ確認

ご使用の際、電気温水器周辺に水漏れおよび水漏れの
形跡がないことを確認してください。
水漏れなどが確認された場合は止水栓を閉めて、取付
工事店または、TOTOメンテナンス（株）
TEL 0120-1010-05  FAX 0120-1010-02
までご連絡ください。

お手入れの際は、電源プラグを
抜いてください。

●「酸性」・「アルカリ性」の表示のあ
る洗剤およびたわし、クレンザー
などの使用は、本体を傷めますの
で絶対やめてください。

●前面パネルはプラスチックででき
ていますので乾いた布やトイレッ
トペーパーなどでふかないでくだ
さい。傷付きの原因になります。

1回／月

電源プラグのお手入れ
電源プラグにほこりなどがたまると、湿気など
で絶縁不良となり、火災の原因になります。
電源プラグを抜き、乾いた布でふいてください。

湯量が少なくなったとき

止水栓フィルターのお手入れ
ご使用中フィルターにゴミなどが詰まるとタンク内への給水量
が少なくなり、機器の故障の原因になります。出る湯（水）の
量が少なくなったら、お手入れを行ってください。
（お手入れ方法は、P10参照）

スパウトのお手入れ
快適にお使いいただくために、
日頃のお手入れを、行ってください。
（お手入れ方法はP12参照）

機器本体や電源プラグに水をかけない
感電や火災の原因になります。 

警 告

9



お手入れ

フィルター

●ご使用中、フィルターにゴミなどが詰まると湯量が少なくなり、十分な機能が発揮されなくなり
ます。出る湯（水）の量が少なくなったら、次の手順でフィルターの掃除を行ってください。

● ● 清掃手順 ● ●

電源スイッチを『切』にする。
電源プラグを抜く。

止水栓または元栓を閉める。
※止水栓の開閉、フィルターの取り付
け･取り外しは止水栓に付属されてい
る開閉工具をご使用ください。

※止水栓の開閉、フィルターの取り付
け･取り外しは止水栓に付属されてい
る開閉工具をご使用ください。

フィルターを取り外す。

清掃後、フィルターを取り付ける。 止水栓または元栓を開けて水を入れ、
フィルター部付近から水が漏れていない
ことを確認する。

フィルターの網目に詰まったゴミをブ
ラシなどで取り除く。

※金属のブラシは使用しないでください。
フィルターを傷める可能性があります。

閉める 

電
　 

源 

入

 

切 

電源スイッチ 

OFF

止水栓 

開閉工具 
フィルター 

ふた 

開ける 

閉める 

開閉工具 
フィルター 

ふた 

止水栓 

※フィルターを取り外す際は、受け皿などで受けてください。

※スパウトから湯（水）が出ないことを
確認してください。

21

43

65

お
手
入
れ

10

注 意

水が噴き出て、家財などをぬらす財産損害発生のおそれがあります。
フィルターの清掃をする際は、止水栓または元栓を閉めてから行う

開ける



お手入れ

お
手
入
れ

タンク内

●長期間の使用でタンク内が水あかなどで汚れることがあります。
1年に1回程度、タンクの水を抜き、給水、排水を繰り返し、清掃してください。

● ● 水抜き・清掃手順 ● ●

電源スイッチを『切』にする。 止水栓を閉める。

点検カバーを取り外す。

排水後、排水栓は水漏れがないように
しっかり閉める。
RE01Mは吸気栓も取り付ける。

つまんで開く。 

閉める 

排水栓に水抜きチューブを接続する。

排水栓 

排水栓 

水抜きチューブ 

排水栓ツマミを左に回してタンク内の
水を抜く。RE01Mについては水抜き
時に吸気栓を取り外す。

排水栓 水抜きチューブ 

排水栓 

受け皿 

開く 

21

43

65

タンク内の清掃が終わりましたら排水
栓を閉め止水栓を開けてタンクに水を
入れる。（P6参照）
※水を入れたあと、排水栓から水が漏れ
ていないことを確認してください。

8

電
　 

源 

入 

切 

電源スイッチ 

OFF

※水を抜く際は、必ず
受け皿などで受けて
ください。

排水の水がきれいになるまで、タンク
満水、水抜き2・3回繰り返す。

7

吸気栓 

〈RE01M〉
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お手入れ

お
手
入
れ

スパウト
布を使用したお手入れ

●ひどい汚れの場合
適量に薄めた食器用中性洗剤を含ませた布で汚れをふき取ったあと、水洗いし、か
らぶきしてください。

水またはぬるま湯に浸した布を良く絞って、スパウトの汚れをふき取ってください。

センサーをお手入れするときは、水またはぬるま湯に
浸した綿棒で、汚れをふき取ってください。ひどい汚
れの場合、適量に薄めた食器用中性洗剤を含ませた綿
棒で汚れをふき取ったあと、水で洗い流してください。
お手入れの際は、センサー面を傷つけないようにご注
意ください。

スパウトの表面を傷付けるものは使用しないでください。
●酸性洗剤、塩素系漂白剤、TOTO蛇口まわりのクリーナー以外のアルカリ性洗剤
●シンナー、ベンジンなどの溶剤
●クレンザー、磨き粉など、粗い粒子を含んだ洗剤
●ナイロンたわし、たわし、ブラシなど

お願い

吐水口の掃除

〈自動水栓の場合〉

1.  開閉工具で止水栓を閉める。
2.  泡まつキャップを付属の開閉工具で外す。
3.  泡まつキャップの網目につまったゴミをブラシなどで取り除く。
4.  泡まつキャップを付属の開閉工具でゆるまないようしっかり取り付ける。
5.  泡まつキャップを交換する場合は、P17を参照のうえご購入ください。

センサー 

綿棒 

泡まつキャップ 

開閉工具 

開 閉 

●軽い汚れの場合

）（センサーの表面に水あかなどが付着すると感知しにくくなります。
センサーのお手入れは半年に1回程度、定期的に実施してください。

センサーのお手入れ（自動水栓の場合）

水栓に傷をつけずに、水あかなどの汚れを効果的に除去できる「TOTO蛇口まわりのクリーナー」の
ご使用をおすすめします。
お求めに関するお問い合わせ先：TOTOメンテナンス（株）TOTOパーツセンター

TOTO蛇口まわりのクリーナーでのお手入れ

センサー 

綿棒 

〈TEN42型の場合〉

※分解するときは、部品を紛失しないように注意してください。

〈TEL592型の場合〉

〈手動水栓の場合〉

1.  吐水口キャップを回して外す。
2.  吐水口キャップや整流網および泡まつキャップに詰まったゴミを
ブラシなどで取り除く。

3.  部品を取り付ける。 パッキン 
ブッシュ 

吐水口キャップ 

整流網 

蛇口まわりの
クリーナー

12



お手入れ

凍結による破損予防について
●〔RE01M型〕
凍結のおそれがある場合は、次のいずれかの方法で機器の凍結予防を行ってください。

● ● ● 連続運転による方法 ● ● ●
電源スイッチを『入』にしておいてください。

● ● ● 水抜きによる方法 ● ● ●
1. P11の手順に従って、水抜きを行う。
(排水栓は開けたままの状態にしておいてください。)

2. 給水口部の吸気栓を取り外し、配管内の残水を抜く。
(排水栓より水が出ます。)

3. 排水後、水漏れがないように排水栓ツマミ、吸気栓をしっかり閉める。

空焚きによる安全装置作動時のリセット方法
※お手入れの際、タンク内の水を抜いたまま電源スイッチを「入」にすると
空焚き状態になります。この場合、数10秒後に安全装置が作動しますので、
以下の手順で電気温水器のリセットボタンを押して安全装置を解除して
ください。
（1）電源スイッチを「切」にする。
（2）タンクに水を入れてタンクの温度を下げる。
（3）電源プラグを引き抜く。
（4）電気温水器右側面のリセットボタンを押す。

（「カチッ」と音がするまで2～3度奥に押し込んでください。）

リ
セ

ト
ボ
タ
ン 

リ
セ

ト
ボ
タ
ン 

●〔REA01型〕
REA01型は寒冷地対応品ではありません。
電気温水器・水栓周囲の温度が氷点下にならないようにしてください。
凍結により破損した場合は、保証期間内でも有料修理となります。

お
手
入
れ
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こんなときは

こ
ん
な
と
き
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現　象 確　認　項　目 処　置　方　法 

電源プラグを確実にコンセントに差し込んで
ください。 

電源プラグが完全に差し込まれていますか？ 

どうしても止まらない場合は、止水栓を止めて、取付工事店または、TOTOメンテナンス(株)
 TEL 0120-1010-05    FAX 0120-1010-02へご相談ください。 

元電源（ブレーカー）が入っていますか？ 元電源（ブレーカー）を入れてください。 

停電していませんか？ 停電していないことを確認してください。 

止水栓が完全に開いていますか？ 止水栓を開けてください。 

フィルターが詰まっていませんか？ フィルターを掃除してください。（P10参照） 

断水してませんか？ 断水していないことを確認してください。 

タンクが満水になっていますか？ タンクが満水になるまで給水してください。 

電源プラグはコンセントに入っていますか？ コンセントに差し込んでください。 

停電していませんか？ 停電していないことを確認してください。 

スパウトのセンサーの前に障害物がありま
せんか？（REA01型） 

あれば取り除いてください。 

スパウトのセンサーの表面が汚れていませ
んか？（REA01型） 

汚れていればきれいにふいてください。 

スパウトのセンサーの表面が汚れていませ
んか？（REA01型） 汚れていればきれいにふいてください。 

スパウトのセンサーの前に障害物がありま
せんか？（REA01型） 

あれば取り除いてください。 

電源スイッチが入っていますか？ 電源スイッチを入れてください。 

タンク内に水がない状態で電源スイッチを
入れていませんか？ 

安全装置が作動している場合はリセットボタ
ンを押してください。（詳細はP13参照） 

（別売品のウィークリータイマーを取り付けた場合） 
タイマーが正しく設定されていますか？ 

正しく運転時間帯の設定をしてください。 
（詳細はウィークリータイマーの取扱説明書参照） 

湯が沸かない 
湯にならない 

湯も水も出ない 
湯量が少ない 

湯（水）がとまらない 

取付工事店または、
TOTOメンテナンス（株）に相談してください。 
 TEL 0120-1010-05 
 FAX 0120-1010-02

機器本体からの水漏れですか？ 

配管接続部からの水漏れですか？ 水漏れ箇所を締め直してください。 

水漏れしている 

故障かな？と思ったら

14



こんなときは

こ
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次のような場合は故障ではありません
現　　　象 理　　　由

学習機能では、水が止まってからすぐに手を入れる動作を10
回続けて行うと、センサー感知距離を極端に短く変更します。
そのため、手を差し出しても水が出ないことがあります。そ
の場合は約15秒間何もしないでください。正常に戻ります。

使用中にセンサー面に水滴や汚れが付着すると、手を外して
も水が出続けることがありますが、学習機能により約15秒間
放置後、水が止まるようになっています。水滴や汚れはふき
取るようにしてください。

センサー面に水滴や汚れが付着していると学習機能が正常に
作動しない可能性があります。センサー面は常にきれいな状
態にしておいてください。

続けて水を出し止めしていると、手を差し出し
ても水が出なくなる。

高水圧や配管が長い場合や、加圧ポンプなどを使用している
と、吐水時の流速が変化し配管などが振動して音が発生する
場合があります。止水栓で調整したり、減圧弁（一軸減圧弁
など※現場手配）を取り付けてください。

吐水させると音や振動がする。

（※）
〔REA01型〕

水が出たり、出なかったりする。（※）
〔REA01型〕

タンク内の水が沸き上がるとタンク内にエアー（水中に溶け
ていた空気や水蒸気）が発生します。吐水させると湯にエア
ーが混入するため音がしたり、吐水が乱れることがあります。

吐水させると音がする。
空気を巻き込みながら吐水する。

学習機能により手の動きを感知し水を出すか出さないかの判
断を行います。そのため、手を差し出したまま動かさなけれ
ば障害物と判断し水を出しません。動きを感知すれば最大1
分間水が出ます。

手を差し出しても短時間で止水する。（※）
〔REA01型〕

冬場は、水温が低いので、湯温の低下が著しくなり沸かし上
げに時間がかかるためです。

冬場に使用するとなかなか湯が出ない。
沸かし上げに時間がかかるようになった。

手を外しても約15秒間止水しない。（※）
〔REA01型〕

配管用の接着剤や切削油のにおいと思われます。
沸き上げてお湯の温度が高くなることで、においが感じやすくなります。
しばらくの間使用していると、徐々に解消されます。

湯がにおう。

夏場など水温が高い場合（約27℃以上）は、沸かし上げない
場合がありますのでご了承ください。水温が低くなれば沸か
し上げを行います。

電源スイッチを入れても湯が沸かない。

タンク内の水が沸き上がると電源スイッチのランプは、消灯
します。
タンク内の水が沸き上がると電源スイッチのランプは、消灯電源スイッチのランプが消灯している。

沸し上げ中は吐水口から水が出ます。これは、タンク内部の
膨張水を排出しているもので、故障ではありません。沸し上
げが終わると、膨張水の排出は止まります。

スパウトから湯がポトポト滴下する。

連続して湯を使うと、湯がぬるくなります。
本商品は、タンクにためた湯を使用するため、連続して使用
された場合は、沸かし上げに時間がかかります。

使用中に湯がぬるくなる。

（※）自動水栓は学習機能を採用しており、センサー感知距離を15秒に一度自動設定します。そのため以上のよ
うな現象が発生することがありますが、故障ではありません。
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点検・修理を依頼される前に「故障かな？」を見て、もう一度ご確認ください。 

この商品の補修用性能部品（機能維持に不可欠な部品で、使用期間中に取り替えての必要が発生する可能性
の大きいもの）の供給期間は製造打ち切り後7年です。

補修用性能部品の供給期間 
無料修理により取り外された部品・商品はTOTO株式会社の所有となります。

部品の交換について 

この商品は保証書の内容に従って保証されています。取付日、取付工事店名、扱者印が記入してあることを
確認してください。また、保証書の内容をよくお読みのうえ、大切に保管してください。
保証期間は保証書をご確認ください。

保証書（この説明書のP.22が保証書になっています） 

保証期間中は
保証書の規定に従って、修理をさせていただきます。保証期間内でも有料になることがありますので保証書
の内容をよくご確認ください。例えば、「取扱説明書、施工説明書、貼付ラベルなどの注意書きに従ってい
ない場合の不具合など」は有料になります。
保証期間中を過ぎているときは 
修理すれば使用できる商品については、ご希望により有料で修理させていただきます。
　　→「修理を依頼されるときは」「修理料金について」（下記）をご確認ください。

保証について 

買い換え 
ご検討 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
お客様による日常のお手入れ・点検 

摩耗劣化部品の交換 
（内容により取付工事店またはTOTOメンテナンス（株）へ依頼）（内容により取付工事店またはTOTOメンテナンス（株）へ依頼）

▲
取
付
日

銘　板 

品 番
貯 湯  量

使用圧力
沸上がり温度

○○○○○○

品番をご確認ください。

【修理依頼先】
　お求めの取付工事店・販売店またはTOTOメンテナンス（株）
【ご連絡いただきたい内容】 
①住所、氏名、電話番号　　②商品名
③品番　　　　　　　　　　④取付工事店
⑤故障内容、異常の状況（どこから水漏れしているかなど）
⑥訪問希望日
【ご不明な点や修理に関するお問い合わせ先】 
「TOTO（株）お客様相談室」または「TOTOメンテナンス（株）」

修理を依頼されるときは 

修理料金について〈TOTOメンテナンス（株）にご依頼の場合〉 
修理により商品の機能が維持できる場合には、ご要望により有料にて修理させていただきます。
標準修理料金は　技術料　+　部品代　+　訪問料　で構成されています。
ただし、補修用部品の保有期間が経過している商品は、修理できない場合がございます。

アフターサービス

16
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こんなときは

以下の補修用性能部品はお客様がご自分でお取り替えできます。

・品番・価格は予告なく変更する場合がございますので、あらかじめご了承ください。
・お客様がご自分で交換できる部品は上表の部品のみです。その他の部品は修理技術者の方へご依頼ください。
・補修用性能部品をご購入するときは、「TOTOパーツセンター」にお問い合わせください。

補修用性能部品について 

部品名 泡まつキャップ（TEN42型） 泡まつキャップ（TEL592型） フィルター

形　状

品　番 THB37 TH5
¥1,250（税抜） ¥700（税抜） ¥200（税抜）

TH66435R
価　格

TOTOメンテナンス（株）TOTOパーツセンターでご購入の場合
●お届けについて
　ご注文から2週間以内に宅配便でお届けします。
　※ご注文が集中し、商品の品切れによりお届け日が遅れる場合があります。あらかじめご了承ください。
　　また、お届けが大幅に遅れる場合は、お届け予定日をご連絡いたします。
●お支払いについて
　お届けした宅配業者に、商品代、送料、消費税相当額をお支払いください。
　送料につきましては、別途TOTOパーツセンターへお問い合せください。
●返品・交換について
　補修用性能部品の不良などによる返品、交換については、商品到着後8日以内にTOTOパーツセンターまで
　ご返送ください。
　送料はTOTOパーツセンターが負担し、商品を送付させていただきます。
　お客様のご都合による返品、交換については、商品到着後8日以内にTOTOパーツセンターまでご返送ください。
　なお、送料はお客様負担となりますのでご了承ください。お客様の元で、汚れたり破損した商品や、一度
　ご使用になられた商品の返品、交換はいたしかねますので、あらかじめご了承ください。

こ
ん
な
と
き
は
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こんなときは

機 種 品 番  
貯 湯 量  
 
 
 
 
 
給 水 方 式  
沸き上がり温度 
出 湯 温 度  
沸き上がり時間 
 
 
 
 
商 品 寸 法  
商品質量（満水時質量） 
電 源 コ ー ド  
 
感 知 距 離  
 

吐 水 流 量  

定格 

主要 
部品 
安全 
装置 

使用
条件 

電 圧  
周 波 数  

消 費 電 力  

ヒ ー タ ー  
温度調節器 
温度過昇防止器 
ア ー ス  

使用環境温度 
使 用 水  

使 用 水 圧  

REA01型 
約1L

AC100V
50/60Hz

元止め式 

シーズヒーター（タンク一体型） 
自動復帰式バイメタル 

自動復帰式バイメタル＋手動復帰式バイメタル 
約1.0m

約1.0m

1～40℃ 
水道水 

最低必要水圧（流動時）0.05MPa
最高水圧（静止時）0.75MPa

毎分約3Lまたは毎分約4L 
（対応する手洗器による） 

学習方式による感知距離変化型 

幅160mm×奥行84mm×高さ320mm

約38℃ 
約38℃（温度範囲：約27～42℃） 

約4分（水温15→38℃） 

RE01M型 

505W

毎分約4L

約1.8kg（約2.8kg） 

505W

約2.3kg（約3.3kg） 

ヒーターOFF時 ：待機中0.4W ：作動時0.6W（　　　　　　　　　） 

（セットアップされる陶器により、 
　自動で感知距離を設定します。） 

仕様

こ
ん
な
と
き
は
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保　証　書

お
客
様

工
事
店
名

取
付

取 付 日 年　　　月　　　日

おなまえ

おところ 〒

〒 TEL

印○

様

保証対象
機種品番

保証期間

★お客様へ

〈無料修理規定〉

この保証書をお受け取りになるときに、取付年月日、取付工事店名、扱者印が記入してあることを確認してください。
保証書は再発行いたしませんので紛失されないよう大切に保管してください。

※この保証書は本書に明示した保証期間､ 条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです｡ 
したがって、この保証書によってお客様の法律上の権利を制限するものではありません｡ 
保証期間経過後の修理などについてご不明の場合は､ 取扱説明書裏表紙に記載のTOTOフリーダイヤ
ルまでお問い合わせください｡ 

１．取扱説明書、本体貼付ラベルなどの注意書に従って正常な状態で保証期間内に故障した場合には、保証期間無料修理
     いたします。
２．保証期間内に損傷して無料修理を受ける場合は、取付工事店・販売店またはTOTOメンテナンス（株）にご依頼のうえ、
出張修理に際して本書をご提示ください。

３．ご転居の場合は事前に取付工事店にご相談ください。
４．ご贈答品などで本保証書に記入してある取付工事店に修理がご依頼できない場合には、TOTOメンテナンス（株）にご相
談ください。

５．本書は日本国内においてのみ有効です。
６．保証書による補償範囲は機能部およびその付属品のみで、排水配管類は含みません。
７．保証期間内でも次の場合には有料修理となります。
  （１）一般的な洗面器以外（例えば業務用での使用または車両・船舶への搭載など）で使用した場合の不具合。
  （２）空焚きなど、お客様が取扱説明書に記載された手順や注意を守らなかったことによる不具合や、お手入れを行
  　　　わなかったことによる不具合。
  （３）メーカーが定める工事説明書などに基づかない施工、専門業者以外による移動・分解・修理・改造などに起因
  　　　する不具合。
  （４）建築躯体の変化などに起因する不具合、また塗装の色あせなどの経年変化または使用に伴う摩耗などにより生
　　　　じる外観上の不具合。
  （５）海岸付近、温泉地などの地域における腐食性の空気環境に起因する不具合。
  （６）ねずみ、昆虫などの動物の行為に起因する不具合。
  （７）火災・爆発など事故、落雷・地震・噴火・風水害・津波など天変地異、凍結、または戦争・暴動など破壊行為
　　　　による不具合。
  （８）日常のお手入れ箇所（水抜栓やフィルターなど）のOリングやパッキンの摩耗・劣化による不具合。
  （９）乾電池・コマパッキンなどの消耗による不具合。
  （ 10 ）電気・給水の供給トラブルなどに起因する不具合。
  （ 11 ）指定規格以外の電気（電圧・周波数など）の使用や電力契約の間違いに起因する不具合。
  （ 12 ）給水・給湯配管のさびや砂・ゴミなど異物流入に起因する不具合。
  （ 13 ）温泉水、井戸水、造水などの水道水以外の水を供給したことに起因する不具合。
  （ 14 ）輸送・搬入・移動などの落下や転倒、接触などに起因する不具合。
  （ 15 ）本書の提示がない場合。
  （ 16 ）本書にお客様名、取付工事店名、取付日の記入の無い場合、あるいは字句を書き替えられた場合。
８．部品の交換について　無料修理により取り外された部品・商品はTOTO株式会社の所有となります。
９．本書は再発行しませんので紛失しないよう大切に保管してください。

サービス記録

年 月 日 サ ー ビ ス 内 容 担 当 者

TOTO株式会社
〒802-8601 福岡県北九州市小倉北区中島2-1-1

お客様相談室 TEL　　0120-03-1010　FAX　　0120-09-1010

本書は､ 本書記載内容で無料修理を行うことをお約束するものです｡ 取付日から下記保証期間中に故障が
発生した場合は本書をご提示のうえ､ 取付工事店・販売店またはTOTOメンテナンス（株）〒105-8306 
東京都港区海岸1-2-20 汐留ビルディング（フリーダイヤル　　0120－1010－05・FAX　　0120－
1010－02）に修理をご依頼ください｡

取付日から
1カ年

取付日から
1カ年

小型電気
温水器

取付日から
2カ年

REA01型
RE01M型

TL594型
TLC11型

TEN42型
TEL592型

自動水栓 手動水栓



転居や贈答品などでお求めの取付店・販売店へご相談できない場合は、商品名・品番をご確認のうえ、下記TOTO窓口までお問い合わせください。

TOTO株式会社

お客様からお預かりした個人情報は、関連法令および社内諸規定に基づき慎重かつ適切に取り扱います。
詳細はTOTOホームページをご覧ください。

修理・取り扱いのご相談は 
まずお求めの取付店・販売店へ 

お客様専用窓口 

TOTOホームページ　https://jp.toto.com

取付店・販売店 〒

電話　　　　　　ー

修理を依頼する前に「故障かな？と思ったら」（Ｐ.14）をご確認ください

2018.3
RD06265RR


	表紙
	はじめに
	安全上のご注意
	各部のなまえ
	タンクへ水を入れる
	ご確認ください

	使いかた
	湯の沸かしかた
	湯（水）の出しかた・止めかた

	お手入れ
	各部のお手入れ
	フィルター
	タンク内
	スパウト
	凍結による破損予防について
	空焚きによる安全装置作動時のリセット方法

	こんなときは
	故障かな？と思ったら
	次のような場合は故障ではありません
	アフターサービス
	仕様

	保　証　書
	裏表紙


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <>
    /CHT <>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents that are to be checked or must conform to PDF/X-1a:2001, an ISO standard for graphic content exchange.  For more information on creating PDF/X-1a compliant PDF documents, please refer to the Acrobat User Guide.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 4.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF che devono essere conformi o verificati in base a PDF/X-1a:2001, uno standard ISO per lo scambio di contenuto grafico. Per ulteriori informazioni sulla creazione di documenti PDF compatibili con PDF/X-1a, consultare la Guida dell'utente di Acrobat. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 4.0 e versioni successive.)
    /KOR <>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die moeten worden gecontroleerd of moeten voldoen aan PDF/X-1a:2001, een ISO-standaard voor het uitwisselen van grafische gegevens. Raadpleeg de gebruikershandleiding van Acrobat voor meer informatie over het maken van PDF-documenten die compatibel zijn met PDF/X-1a. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 4.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.000 842.000]
>> setpagedevice


